
てつい心疾患の調査結果に
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住民人口対10万比の発病数
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第1表
き

心臓は生命を維持するもっとも重要な臓器で，これ

が止まれば r死」を意味するといわれている。
そこで，都内における心疾患の発病状況を明らかに

し，救急業務の参考資料をうるため特定の 9区(千代

田区，中央区，新宿区，品川区，文京区，台東区，中

野区，練馬区，足立区〕を調査対象とし，昭和48年8

月 9月， 10月の 3ヶ月間に救急|款が扱った事例を救

急原票により集計分析した。

がえま

(1) 3ヶ月間の心疾患数

上記調査区において，救急隊が扱った急病患者6，725

人のうち循環器系疾患は837人で‘12%であった。この

837人のうち，動・静脈の疾患251人を除いた586人が

心疾患であった。

(2) 心疾患の病類別分類

心疾患586人を分類すると狭心症164人 (28%)，心

臓まひ・急性心不全105人(18%)，心筋硬塞84人(14

%).心臓ぜんそく・慢性心不全62人(Il%)，不整脈

31人 (6%)，心臓奇形6人 (1%)，その他の心疾患

136人 (23%)であった。

(3) 住民人口対10万比の発病数

心疾患を住民人口対10万比でみると第 l表のとおり

で，千代田区 (76.5人)，中央区 (58.4人〉が多く，

文京区(12.6人)， 練馬区(13.5人)， 中野区(14.0

人)，品川区(15.7人〉が比較的少なかった。これは，

住民人口と昼間人口の差によるものと考えられる。

また，男女別では周辺区の中野区，練馬区，足立区

で男よりも女のほうが多いが昼間における男子人口の

移動によるものとみられる。総数での男女の比較で

は， 586人のうち男315人 (54%)，女271人 (46%)で

男が女より多かった。

μ) 男女別，年令別発病数

第l図から明らかように .30才代， 40才代では男の

ほうが女よりも多いが， 50才代以上では，その差が少

なくなった。また，発病数は年令が多くなるほど増加

し，心疾患が成人病であることを示している。また，

30才代から増えることが明らかになった。

果結査調2. 
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第2図時間別発病数
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(5) 時間別の発病数 主主の発作的における主訴と して，胸の痛みが多いこと

;会・2図から明らかなように，心疾患は3時から 8時 がわかる。

まで少なく 9時から比較的多くなり， 23時~24時に (7) 初診時の程度別および 1週間後の追跡調査

は40件と最高となったあと，真夜中の 2時までは横ぽ 初診時の程度別を搬送患者 586人についてみると，

いで減る傾向を示めさなかった。 軽症127人 (22%)，中等症 303人 (52%)，重症 106人

このように，心疾患が午後から夜半にかけて多いの (18%)，重篤9人 (2%)，jF[死 35人 (6%)，不明

は，昼間における心身の疲労も影響しているのではな 6人(1%)であった。

いかと考えられる。 この586人のうち病院に入院したのは358人 (615わ

(6) 病類別要訪時主訴 であり.入院した患者の 1週間後の追跡調査では，宰

心疾志の主訴のうち，おもなものは，胸煽，苦もん にして治ゆしたもの 66人(18%)，通院中のもの 33人

・苦るしみ，呼吸困難・いきぎれ，どうきなどであっ (9 %)，なお入院中のもの 184人 (51%)，不幸にし

た。 て死亡したもの 16人 (4%)，転院したもの 4人(1

また，沼2表から明らかなように，主訴のうち「胸

痛」を病類別の発病数でみると，狭心症49%，心筋夜

寒43%，心E主まひ・急性心不全22%，心臓せ.んそく・

慢性心不全31%，不整脈19%であり，狭心症，心筋硬

第2表病煩別要請時主訴
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%)，不明55人(15%)でらった。

(8) 現場から病院まての距離

現場から病院までの搬送距離は0~1凶134人(23%) ，

1-2凶 162人 (28%)，2-3畑101人(17%)，3-4km56 

人(10%)，4-5km 29人 (5%)， 5km以上 70人(12

%)，不明34人 (6%)であった。

このように，搬送距離 2kmまでが 296人 (51%)と

患者は比較的近い病院に搬送されていることを示して

L 、る。

(9) 病院選択別

病院の選択別では救急隊の判断によるもの258人(44

%)，家族189人 (32%)，医師58人(10%)，管制52人

(9 %)，不明29人 (5%)であった。

このよう に救急隊が綴送先の病院を決めるのが44.9百

も占めており，病院選択にあたり救急|隊員の経験と決

断が大きなウェイトをもっていることがわかる。

(lQ 収容病院規模および収容人数別病院数

収容病院規模では，公的総合16%，私的総合11%，

( 79 ) 
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